
ま
た
、
現
在
、

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
の
占
め
る
割
合（
高
齢

化
率
）が
、
超
高
齢
社
会
と
い

わ
れ
る

％
を
超
え
て
い
る
学
区
は
、

２１

約
半
分
で
す
。
こ
れ
が
、

年
後
に
は

３０

全
て
の
学
区
で
超
高
齢
社
会
を
迎
え
ま

す
。（
※
図
１
）

特
に
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

く
の
は
、
主
要
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整

理
事
業
等
を
行
っ
た
学
区
で
す
。
人
口

が
一
気
に
流
入
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後

は
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
定
住
が
進

ま
な
い
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

以
上
の
人
口
問
題
の
背
景
に
は
、
こ

の
地
域
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ど
う

い
っ
た
地
域
に
し
た
い
の
か
と
い
っ
た

役
割
や
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
こ

の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
こ
と
が
望
ま
し

い
の
か
、
よ
り
一
層
の
規
制
や
人
口
誘

導
が
必
要
か
等
、
今
一
度
、
各
地
域
の

役
割
や
位
置
づ
け
を
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
も
巻
き
込
ん

で
、
未
来
に
向
け
て
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
区
を
単
位
と
し

た
人
口
動
態
・
推
計
に

関
す
る
研
究

担
当
研
究
員

神
谷
晃
司

現
在
ま
で
の
人
口
の
動

き
を
小
学
校
区
ご
と
に
み

る
と
、
本
来
は
開
発
を
促

進
す
べ
き
市
街
化
区
域
を

主
と
す
る
学
区
か
ら
子
育

て
世
帯
が
流
出
し
、
一
方

で
、
開
発
が
抑
制
さ
れ
る

市
街
化
調
整
区
域
を
主
と

す
る
学
区
へ
と
子
育
て
世

帯
が
流
入
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

実
は
、
安
城
市
と
近
隣

市
と
の
関
係
で
も
、
住
宅

地
の
地
価
が
安
い
市
へ
と

子
育
て
世
帯
が
流
出
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
市
内

間
で
も
同
様
に
、
子
育
て

世
帯
の
居
住
地
選
択
に
、

住
宅
地
の
地
価
が
影
響
を

与
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
滋

３
月

日
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
民
や
自
治
体
関
係
者

人
を
前
に
、
研
究
成
果

２２

１４０

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
３
人
の
研
究
員
が
１
年
間
取
り
組
ん
だ
研
究
内
容
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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研
究
最
前
線

安
城
市
み
ら
い
創
造
研
究
所
研
究
成
果
報
告

み
ら
い
創
造
研
究
所
と
は

将
来
に
お
い
て
も
持
続
可
能

で
魅
力
あ
る
行
政
運
営
を
行
う

た
め
、
中
長
期
的
視
点
に
よ
り

中
立
的
な
立
場
で
行
政
課
題
を

調
査
分
析
す
る
組
織
と
し
て
、

市
役
所
内
部
に
設
置
さ
れ
た
自

治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
す
。

『「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
活

の
豊
か
さ
と
と
も
に
幸
せ
を
実

感
で
き
る
」た
め
の
政
策
提
言

を
行
う
こ
と
』を
研
究
所
の
使

命
と
し
て
い
ま
す
。

研
究
の
詳
細
は

研
究
の
本
編
及
び
研
究
所
の

活
動
は
、
平
成

年
度
安
城
市

２７

み
ら
い
創
造
研
究
所
活
動
報
告

書「
み
ら
い
創
造
」に
掲
載
。
ま

た
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

※
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
は
６
月

か
ら
閲
覧
可
。

■問 ▼安城市みらい創造研究所（緯〈７１〉２２９９）

平平平成２７年

図１：小学校区別の高齢化率の変化

平平平成成５５７７年年（３０年後）

特
集
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え
た
新
幹
線
三
河
安
城
駅
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
へ
の
課
題
と
取
組
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

利
用
実
態
の
把
握
の
た
め
に
実
施
し

た
乗
降
者
数
調
査
、
利
用
状
況
調
査
か

ら
次
の
二
点
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

①
こ
れ
ま
で
の
三
河
安
城
駅
周
辺
の
ま

ち
の
発
展
が「
在
来
線
」三
河
安
城
駅

の
乗
降
人
数
の
増
加
に
結
び
付
い
て

い
る
一
方
で
、「
新
幹
線
」三
河
安
城

駅
の
乗
降
人
数
の
増
加
に
は
繋
が
っ

て
い
な
い
。

②
リ
ニ
ア
開
業
に
伴
い
、
利
便
性
が
大

き
く
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
名

古
屋
駅
や
豊
橋
駅
へ
新
幹
線
利
用
者

の
さ
ら
な
る
分
散
が
懸
念
さ
れ
る
。

（
※
図
２
）

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
取
組
を
進

め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
新
幹
線
三

河
安
城
駅
が
立
地
す
る
安
城
市
の
み
な

ら
ず
、
利
用
圏
域
で
あ
る
西
三
河
地
域

の
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
と
と
も
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
安
城
市
の
取
組
と
し
て「
三

河
安
城
駅
周
辺
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
の
拡
大
」、西
三
河
地
域
の
自
治
体
が

連
携
し
た
取
組
と
し
て「
西
三
河
の
観

光
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
の
創
出
・
発

信
」を
提
案
し
ま
し
た
。

で
な
く
、
そ
の
建
物
の
あ
る
地
域
を
よ

り
よ
く
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
、
住

環
境
の
向
上
に
関
す
る
施
策
と
、
人
口

密
度
に
関
す
る
視
点
を
導
入
す
る
よ
う

提
案
し
て
い
ま
す
。

人
口
密
度
か
ら
住
宅
政
策
を
考
え
て

み
る
と
、
地
域
別
構
想
に
つ
い
て
は
、

安
城
市
内
の
一
部
高
密
度
地
域
、
大
部

分
を
占
め
る
低
密
度
地
域
、
市
境
の
地

域
に
分
け
た
地
域
別
構
想
の
戦
略
が
必

要
で
す
。

と
り
わ
け
、
高
密
度
地
域
で
あ
る
新

安
城
駅
・
安
城
駅
・
三
河
安
城
駅
周
辺

を
含
む
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
地
帯
を
中
心

と
し
て
積
極
的
に
人
口
誘
導
し
て
い
く

こ
と
は
、
未
来
に
向
け
て
安
城
市
が
存

続
し
て
い
く
た
め
の
現
実
的
な
戦
略
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。（
※
図
３
）

人
口
誘
導
に
依
拠
し
た
住
宅
政
策
に
関

す
る
研
究

専
門
研
究
員

立
石
祥
子

日
本
全
体
で
人
口
が
減
少
し
て
い
る

中
、
安
城
市
で
は
、
市
内
に
広
く
人
が

居
住
し
て
お
り
、
市
街
化
区
域
・
市
街

化
調
整
区
域
の
区
別
な
く
人
口
・
世
帯

が
増
減
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状

は
、
安
城
市
に
お
い
て
、
人
口
密
度
を

考
慮
に
入
れ
た
戦
略
的
な
住
宅
政
策
の

展
開
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
安
城
市
の
住
宅
政
策

に
、
福
祉
と
し
て
、
あ
る
い
は
建
築
物

と
し
て
の
住
宅
提
供
と
い
う
側
面
だ
け

新
幹
線
三
河
安
城
駅
の
利
用
実
態
に

関
す
る
研
究

担
当
研
究
員

伴
野
裕
樹

本
研
究
で
は
、
新
幹
線
三
河
安
城
駅

の
乗
降
人
数
や
利
用
状
況（
居
住
地
や

行
先
、
行
先
で
の
目
的
等
）の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

（
以
下
、
リ
ニ
ア
と
い
う
）開
業
を
見
据

安城市の未来を考え安城市の未来を考えるる

図３：安城市における将来的な人口誘導地域と
「街なか」地域

図２：愛知県内から東京方面への移動における新幹線駅の地域別利用率

「リニア中央新幹線影響等調査
業務報告書」三菱UFJリサーチ
&コンサルティング（愛知県委
託）を基に作成


